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ジメチル (DMAD) の存在下にベンゾニトリル中で、 αージアゾアセトフェノンの触媒分解を行ったところ，オキサ
ゾール誘導体とともにピロール誘導体が得られた。このピロール誘導体の生成はニトリルイリド中間体と DMADの
付加環化によって無理なく説明することができ，反応がニトリルイリドを経由する段階的な機構で進行していること
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次に，高い反応性が期待される 2 ーアミノ -5- アルコキシオキサゾールと DMADの反応を行い，通常では起こ































3)。また，この手法が立体選択的 1 ， 3 一双極子付加環化反応に応用できる可能性も示した。
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た。また， 2- アミノ -5 ーアルコキシオキサゾールはニトリルイリドの等価体として有機合成上有用であることを
明らかにした。よって，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるo
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